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パート１
ポスト2025年、2040年とは



第１ゴール
2025年

第2ゴール
2040年

75歳以上

65～74歳

65歳以上

2025年問題
団塊世代
が75歳以上

2040年問題

団塊ジュニアが
65歳以上



GDP対比21.5％
140兆円

GDP対比23.8～24％

190兆円

120兆円



558万人減 1192万人減

2025年から2040年
の15年間で東京都
の人口が消える





ポスト2025年
急性期病床に

押し寄せる後期高齢者
後期高齢者入院
パンデミックが起
きる。2040年まで
続く・・・





後期高齢者



後期高齢者





急性期一般病床に
介護福祉施設から
の入院66万人



誤嚥性肺炎
尿路感染
心不全



先生、何と
かしてくだ
さい！

119番通報



ポスト2025年
国の財政も最大ピンチ



財政のワニのあごがはずれた！

財務省資料より

60兆円の
補正予算



人口問題の
ワニの口



ポスト2025年、2040年

「カネなし、ヒトなし、借金漬け」の
時代・・・ 退職代行

大はやり



GDP成長率 30年間停滞するする日本
「失われた30年」



下落する日本の1人当たりGDP
2040年には40位代になる・・・



2050年
1億人割れ



1967
人口1億

2050
人口1億

Demographic Transition



今は高齢者人口激増の
人口遷移の真っただ中

2050年から若者と高齢者の
人口比率は安定化する



パート２
地域医療とかかりつけ医機能

高齢者には

かかりつけ医
が必須



かかりつけ医機能の制度整備
• 「新経済・財政再生計画 改革工程表2021」（2021年12月23日）

– 「かかりつけ医機能の明確化と、患者・医療者双方にとってかかりつけ医機能
が有効に発揮されるための具体的方策について検討を進める」

– 検討期限は2023年度

• 「経済財政運営と改革の基本方針2022（骨太の方針2022）」
（2022年6月7日）

– 「かかりつけ医機能が発揮される制度整備を行う」

• 「第８次医療計画等に関する検討会」
– かかりつけ医機能について検討（2022年9月9日）

– 2023年度からの都道府県での第８次医療計画策定に向け、2022年中には一定の
結論を出すスケジュール

• 社会保障審議会医療部会（2022年9月29日）

• 全世代型社会保障構築会議（2022年11月11日）
– 増田寛也主査「かかりつけ医機能を強化するための制度整備は不可避」

– かかりつけ医機能の情報開示



全世代型社会保障構築会議
2022年11月24日



かかりつけ医の定義と機能

2023年5月12日

かかりつけ医機能の制度整備などを盛り
込んだ改正医療法が可決成立した





200床



200床以下
病院は7割

200床以下
病床は4割



200床以下病院に
求められる

「かかりつけ医機能」



総合診療医の活用

地域包括ケアシステムの
ラストピース



ポスト2025年に
必要なのは総合診療医！

生活の中で医療に
対応する医師





19番目の専門
医として2018
年から



総合診療医の専攻医数





旧厚生省からの留
学で家庭医療を学

びにNYの
ブルックリンへ











日本に帰国して
みたら・・・・

• 1985年「家庭医に関する懇談会」

–日本医師会が厚労省主導の家庭医に大反対

–医師会はかかりつけ医を主導

• 2004年 新医師臨床研修制度

–各診療科のローテーション

• 2018年 新専門医制度

–19番目の基本領域に「総合診療専門医」が
位置付けられた

44



1988年に帰国したが、日本医師会の
家庭医構想大反対の中、
家庭医の留学経験は
全く活かされなかった・・・

「隠れ家庭医」として地下に潜行



パート３
コミュニティ・ホスピタルの役割

2022年8月発足



中小病院に総合診療医は
なくてはならない存在

地域包括ケアシステムの
マネージャー



一般社団法人コミュニティ＆
コミュニティホスピタル協会

• 高齢化社会が進展する日本の医療に必要なのは、「治す」だけの医
療ではなく、「治し、支える」医療です。現在、大病院と同様に特定の
専門診療科の高度急性期を志向している全国にある5,800の中小
病院は、この「治し、支える」医療への転換が必要であると考えてい
ます。

• 「コミュニティホスピタル」とは、総合診療を軸に超急性期以外のす
べての医療、リハビリ、栄養管理、介護などのケアをワンストップで
提供する病院です。

• すでにいくつかの地域では、このコミュニティホスピタルが立ち上が
り、地域住民が安心して、自分らしく生活していける環境を作り上げ
ています。

• また、そこで働く医療者にとっても、同じ想いを持った仲間たちと共
に、やりがいと成長を得られる職場を提供していきます。



目的

１ コミュニティホスピタルの振興を目的とする事業
２ コミュニティホスピタルが担う医療を研究し、

開発・普及させる事業
３ コミュニティホスピタルを担う医療人材の育成事業
４ 地域包括ケアを始めとする地域づくりを目的とする事業
５ 医療人材のキャリア開発、働き方改革に資する事業
６ その他法人の目的を達成するために必要な事業

コミュニティの再生、振興、特に地域包括ケアづくりを

目的とする事業



主な機能

• 人材育成／紹介派遣／入職支援（経営担当理事、医師等）

• コミュニティ・ホスピタルを担う人材の育成、ネットワーク化

• 参加会員の交流、勉強会開催

• コミュニティホスピタルの経営支援

• コミュニティホスピタルへの経営参画、継承支援

• コミュニティホスピタルの普及／啓発活動

• コミュニティホスピタルについての勉強会、セミナー開催、学会発表

• コミュニティホスピタルについての広報活動全般・

• その他、医療人材のキャリア形成、働き方改革支援

• コミュニティの再生、振興、特に地域包括ケアづくり －地域行政への支援、
コーディネート

• 上記を法人、個人のネットワーク化、育成、コーディネート



理事メンバー

• 代表理事 武藤 正樹
理 事 井野 晶夫
理 事 大石 佳能子
理 事 大杉 泰弘
理 事 亀田 省吾
理 事 草野 康弘
理 事 辻 哲夫
理 事 本田 宜久
監 事 渡辺 明良

株式会社メデイヴァ社長
大石佳能子氏

CCH
パートナー病院
募集中!



コミュニティ＆コミュニティ協会のパートナー病院



東京都台東区
同善病院（45床）



同善病院の歴史
• 東京都台東区の三ノ輪駅の近くにある同善病院

• 100年の歴史がある

• 当病院の前身となる同善会は、1886年から小学校、保育園と
して活動を開始

• 1923年の関東大震災の際に、火災を免れた罹災者の救護を
行い、1945年に東京大空襲で東京の大部分が焦土と化した際
は、焼失を免れた園舎で戦災者収容の救護活動

• 同善病院はこれらの流れを受けて、1956年に開設された病院

• 2007年には現在の回復期リハビリテーション病院（45床）と、

地域のかかりつけ医として総合内科、リハビリ、整形外科など
をみる同善会クリニックの両輪での運営する形態となった。



同善病院の経営危機

• しかし、その後は医師やスタッフの人材確保が安定しない期
間が続く。提供できる医療が地域のニーズから乖離していき
、経営面でも悪化した。

• その結果、2013年、経営体制の一新を図ることになった。新

しい経営体制のもとでは、リハビリテーション機能の再強化
によって病床稼働を高めることに成功。

• クリニックについても、総合診療医の新院長を迎え入れ地域
のニーズに応えられるような診療体制が整い始めた。

• これによって、一定の経営改善を達成。さらなる飛躍に向け
てコミュニティホスピタルに転換する準備が始まった。



2022年 コミュニティホスピタルを
目指して再スタート

• 2022年4月、在宅医療の経験のある総合診療医3名
が新たに加入した。

• これにより在宅療養支援支援病院の施設基準を申
請。本格的に在宅医療を開始して、コミュニティホス
ピタルとして再スタートを切った

• 東京には総合診療医を育成する役割を担う医療機
関はまだまだ不足している。

• 同善会はC＆CH協会と共に総合診療医の育成・輩

出を担うべく、東京におけるロールモデルとなれるよ
うに取り組んでいる。



人づくり、コミュニティづくりが
コミュニティホスピタルの役割

同善病院のスタッフたち



• 武藤正樹著

• なぜ、コロナでかかりつけ
医がクローズアップされた
のか？

• なぜ、いまかかりつけ医制
度が必要なのか

• 発売日：2022/09/22

• 出版社：ぱる出版

• ISBN：978-4-8272-1360-7

こコロナで変わる
「かかりつけ医」制度

総合診療医の活躍
についても扱ってい

ます

https://honto.jp/netstore/search/pb_9000039177.html


ご清聴ありがとうございました

本日の講演資料は武藤正樹のウェブサイ
トに公開しております。ご覧ください。

武藤正樹 検索 クリック

ご質問お問い合わせは以下のメールアドレスで
muto@kinugasa.or.jp

日本医療伝道会衣笠病院グループで外来、老健、在宅クリニックを
担当しています。患者さんをご紹介ください

mailto:muto@kinugasa.or.jp


まとめと提言
・ポスト2025年、カネなし、ヒトなし、借金漬け
・病院の7割を占める200床以下病院に
求められるのは「かかりつけ医」機能
・コミュニティ＆コミュニティホスピタル
協会が目指すのは、総合診療医を中核とした
地域に貢献する病院経営支援
・老い縮みゆく日本！、地域から医療・福祉の
希望の灯を消さないように・・・
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